み 



HITACHI 

Inspire the IMext 


□□□□□□□み 


□ □み 

CV-RS1 



□ボットサイク□ン 

RS1 

日立クリーナー 


このたびは日立電気掃除機をお買い上げいた 
ださ、まことにありがとうございました。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□凹 


□ □ □ 


□ □□□□□ 


•特長とお願い . 

•各部のなまえと組み立てかた 
•をを上のごま意 . 


□ □回 


•運乾のしかた- 

音寅ナビゲーシヨンについて 
電動スパイラル除じん機構について 
「こむつをりボタン」による自動題尉こついて 



パワーモニターについて- 


お掃除のしかた . 

パつ一へ ッドの動かしかた . 

パつ一へッドの持ち上げ信止スイッチに〕いて I 
クルッと構造‘ぺ夕 U ンコ構造…… 

□ングスーム吸 □. 

電動ふとん吸 □. 

クルッとブラシ . 

ずき間巧吸 □. 



あると便利な別売り吸 □ 


ma 


DDDDDDDDD 


•ごみの捨てかた . 

* ダストケースの取り出しかた 
‘ごみの捨てかた . 


18 

18 

19 


* ダストケースの取り付けかた 

‘本体のランプについて . 

•あとかたづけ . 


19 

20 
21 


‘電源コードの巻さ取りかた 


21 


* 収納のしかた . 

•版込力が弱<なったら 
•お手入れのしかた-… 

* 本体*付属品 . 

‘パつーヘッド . 


21 

百 

1a 


‘電動ふとん吸 □ 


26 


お読みになったあとは、保証書ととちに大切 
に保存してくだごし、。 


r をを上のごミち意」 F » p .6 d 71をお読み 
いたださ、正し今ご使巧くださし、。 


□ □□□□□ 


•故障かなと思ったら . 1 

27 

•アフターサービスと保記 . 1 

30 

•別売り部品 . 1 

31 

•仕様 . 1 

32 














































































□ □□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
田 □□□□□□□□ Rsin 


□ □ □ □ ULPAD D 


高気密モータークース巧に設けたプラス‘マ放電ユニットから放出される電子卽が、プラスに 
帯電した微細なチリを結含させて大さ<ずることで、超高性能 ULPA フイルターの捕じん力 
を高めまず。 




□ □□□み 
ULPA □□□□□み 


□ □□□み 

□ □□□□□み 


□ □□□□□□み 


□ □□ □ ULPAD □□□□□□み 


•本体からダストクースを取り出ず際は、本体巧にごみがこぼれないようにごミち意ください。 
ごみがこぼれたときは、ごみを取り除いてから元どおりダストクースを取り付けて<ださい。 


林 p.i8ni9] 


モーター部にごみが侵入ずると、超高性能 ULPA フイルターが目詰まりして、本体から異音が 
発生ずることがを0まず。その場含は、お買い上げの販売店にごホ龍炎<ださし 、 gSHI 


□□□□□□□□□ 


r これっきりボタン」を巧して運乾ずると、センヴーが 
ゆか面の種類や城態と、パワーへッドの操作のしかた 
を感知して、自動で r 兜 jr 中」協」運乾を切り換えまず。 

t > P .9 町 2 j 


田□□□□□□□中□□け 
□□□□□□□□□□□□□今 
□□□□□□□□□□□□□み 
□□□□□□□み . 



センヴーは、次のようなことを感知して、自動で運乾を切り換えまず。 

•ゆか面の凹凸や傷み 
•じゅ5たんの毛の向さや倒れ具含 
•パワーへッドの操作速度および方向乾換 
•パワーへッドの停止 

このたゆ、同じようなゆか面をお掃除していても、運乾が切り換わることがおりまず 


V_ 


2 
























□ホットサイク□ン 

R51 


日立クリーナー 


□□□□□□□□□□□□□□□□ 


手もと操作部の r 切」スイッチを巧して本体の運乾を止めたときに、センヴーがダストクースのごみ 
がいっぱいになったことを感知ずると、自動で上ふたが開いてダストクースが持ち上がりまず。 
このとさは、ダストケースのごみを捨ててください。 (■» P .18 D 19 l 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□み 

□□□□□□□み 



田 nnnnnnnnnnnn □み 
nnnnnnnnnnnnnnnnnn 
□ □□□□ nnn □□喊 


み 


•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□み 


□ □□み 



□ □□□□□け 

□ □□凹□□ネ 

み P.20 ) 



□ □□□□み 
□□□□□□み 


•□□□□□□□□□□□□□正 □□□□み 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□凹ネ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□み 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□み 
□□□□□□□□み 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□み 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□み 

□ □□□み 



• DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD □ か P.l8 [] l9 j 


•電動で持ち上がっている遗中のダストクースを上から押さえると、「ピピピ…」とい5警告 
音が鳴り、ダストクースが下がることがおりまず。このときは、ダストクースを奧まで入 
れ直してください。ダストクースが奧まで入っていないが態で本体を運乾した場含、ダスト 
ク— ス付近から「ピー」という異音がずることがおりまず。 
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' □ □ □ □ □ ' 

パワーヘッド （1 個） 

航菌消臭イオンつイドパつーヘッド） 

V 

延長管 （1 本） 

(サツとスームパイプ） 

术ース （1 本） 

卷 



□ □ □ 

□ □ □ 


クルツとブラシ （1 個） 

政 

すを間用吸 □(1 個） 

サツと A ンドル （1 個） 
(バンパー巧をサツと A ンドル） 

奪^ 

抗菌お手入れブラシ （1 個） 

/□□□□□□□凹、 
iDDDDDDDDDD / 


別売り部品接続巧 

電動みとん吸 □(1 個） 

□ングスーム吸 □ 

ブラシ （1 個） 

吸□术ルダー 

アタッチゾント 

(アレルオフビ ー h^ ッ鬥 

(1 個） [今 P .14] 

[今 P .141 

(1 個） （今 P .14] 

(1 個） (- ► P .171 

画 

V 




腿 

J 



み 

P 

.1 

2冲 

3 の 

4の 

5J 

、 







□ □ 
□ □ 

み 

8 Di 

み 1 

□ 

□ 

> 

□ 

□ 

/ 

み 

□ □ 

d 

§ 

) 



m 

1 

田 

m 

み 

m 

1 


み 

D 

D 


□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 
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□□□□□□み 



□□□□□□□み 

□ □□□□□□□い 
□□□□□□□□み 

□ □□ 日 □□□□□HEPAf 
□□□□□□□□□□□□み 










nnnnnnnnnnnnnn 


み 

み □ 

□ □ 
□ □ 
□名 □ 


□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 




& □□□□□□□□□□□□□□□□□□□み 


白 □□□□□□□□□□□□□み 






































































DDDDDDDDD 


•□□□□□□□□□□□□□□□□日 



□ □(□□□□□□□□□□□□□) 


0 •□□□□□□□□□□□ 

r -| 傷つけ•加工•無理な巧げ•引つ口 

張り•ねじり‘重いちのを載せる 
挟み述むなどしない 




□ □回 


0 


•□□□□□□□□□□□□□□凹 

•DDDDDDDDDDDDDDDDDD 

♦ □□日日日日日日日日日日日日日日□日 □ 
DDDDDDDDDDDDDDD 

賢□.を も 



DDDDD 
DDDDDDD 


矣 A 

終。ち、□□□□□□□□□み□□□□□み 

□□□□□□□□□々□□□□み 
□□□□□み 


□□□□□□□□み 
QQQQQ み 


お使いになる人や、ほかの人への危害、巧産への損害を未然に防止ずるたゆ、お守りいただくことを 
次のように説明していまず。また、本文中のミち意事項についてもよくお読みのうえ、正しくご使用 
<ださい。 

■DDDDDDDDDDD 

表示巧容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、 
説巧していまず。 


「警告やを意をがず」巧容のものでず。 

(\)してはいけない r 禁止」巧容のものでず。 

〇 必ず見子していただ<「指示」巧容の 
ちのでず。 



♦□□□□□□□□□□□□□□ 


□ □□凹 


Ad D 


この表示の欄は、 r 死こまたは 
重傷を負うことが想定される」 
巧容でず。 


Ad D 


この表示の欄は、 r 傷害を負う 
ことが想定されるか、または 
' 物的損害の発生が想定される」 
巧容でず。 


□ 

□ 

□ 

□ 

V 

〇 

〇 



□ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □日 
□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □日 □ 
□ □ □ □ 



□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
DDDDD 
□ □ □ □ □ 
□ □ □ □ □ 
^—^ ~_ _—- D n_ 
DDDDD 
LJ □ □ □ □ □ 


□ 


圓0 
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•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


An D み 

•DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


DDDDDDD 



□ 
□ 
□ 
□ 

)D 

日凹 
□ □ 

日凹 

□ □ 

□ □ 

日凹 

D D 

日凹 

D D 

日凹 

D D 

直 

D 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ 


□ 

□ 


□ 

心 


□ 

□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 




□ 

D 

D 

□ 

□ 

D 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 









































□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

電源プラグをコンセントに差し述むと、ゾ□ディーが鳴りまず。 

そのを、電動スパイラル除じん機構が自動で作動しまず。 


□ □み I □□み 



DDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDD 
D D D D 

DDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDD 
□ □□□□回 (今 P .20 j 


DDDDDDDDDDD 

パワーへッドに足を添えて、手ちとレパーを引きながらグ U ップ八ンドルを上下ごせる 
または、スライドつまみをスライドしながら、延長管を伸縮ごせる 
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□□□□□□□□□□□□□□み 

□ □□□□□□□/□□□□□□□❖ 

□ □□(5□□□の□□□□田□み 

□ □□□□□□田卜田卜田□...み 

□ □□□□□□□□□□弊 P . IO ] 


► 


□ □□□□□□□□□□□□□□み 
□□□□□□□□□□□□み 



□ □□□□□□□□□□□□皿□□み 

□ □□□□□□□ (3 □□□の□□バ 

□ □□□□□□□□□□□□□□み 

□ □□□み み P .11) 
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A □□み 




□ □□い 


•nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 


DDDDDDDDDDD 


□□□□□□□□□□ 


のの 



い山日 

の□日 

い□日 

田□□日日 □日 D D 

n^Dnn D DD DD 


D 


n n n n n 


圓回 日日日日日日 □ 


□ □ 

□ □ 


D D 

D D 

D D 

D D 


SB 


□ □ 

D D 

D D 



みみみみみ 

□ □ □ □ □ 
D D D D D 
D D D D D 

□ □□CD 

□ □ □ L □ 

I □ □ □ □ 

非 □ □ □ □ 
回 □ □ □ □ 

^ D D D D 

□ □ □ □ 
D D D D 

□ □ □ □ □ 

回 □ □ □ g 
□ □ □ □ 
□ □ □] 





D 

// 

D 

D 

D 

D 

み Q 


D 

D 

D 

D 

□み 


D 


D 


D 

D 

D 

D 

D 

dd 

n □ 

□ Q 
n D 


日 

□ 

□ 

□ 


dd 

dd 

mD 

dd 

dd 

dd 

dd 

田回 

D D 


み 

D 

甘 

D 

D 

D 

D 

dd 

dd 

D D 
D D 


□ □み 
D D D 
D D D 
D D D 
L D D 

化 □ □ 

D D 

D D 


日みみ 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 


D D 
D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
D / 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
D D 
D D 




D 

D 

D 

D 

S み 

□ □ 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 

















































(D D ) 


□ □□□□□□□□□□□□ 


•音声すピゲーシヨンは、本体の状態を音声でお知らせずる機能でず。 



DDDDDDDDDDDDDDDD 


□ □□凹 

□ □ 

•電動スパイラル除じん機構 [- ► P.lll が作動する 
とを 

「ダストフィルターを自動でお手入れします。」 

参ダストケースが電動で持ち上がるとを (今 P .1 8 1 
(ふたクランプを巧して、上ふたを開けにとを） 

「ダストケースが自動で持ち上がります。」 

•本体のランプ ( P .2 0 1 が赤点滅しに状 P 直で「切」 
スイッチを巧して、本体の運転を止めにとを 

「吸ろ靖くなりました。ごみを捨て、ダストフィ 
ルターをお手入れするか、吸込□などの詰まりを 
確認してくだごい。」 

•ダストケース自動 U フトアップ機構 (今 P .3 1 が 
作動するとを 

「ごみがいっぱいにな0ましに。ダストケースが 
自動で持ち上がります。ごわを捨ててくだごい。」 

•上ふたが開いにが態で、 

田 電源プラグをコンセントに是し込んだとき、 

且 r 強/中/弱」スイッチ、まには「これつをり 
ボタン」を押しにとを 

r ふたが正しく閉まっていません。確認して < だごい。」 

J 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


本体の運転が止まった状態で「パワーブラシ切/入」スイッチを長押し (5 秒 la 上}ずるごとに、音声すビ 
ゲーシヨン「切」一「入 J 一 閒」 …倒瞩に設定が切り換わりまず。 

工場出巧時は、音声すピゲーシヨン「入」に設定されていまず。 


設定が切り換わると、次の音声でお知らせしまず。 

•音靑ナビヴーシヨン r 入」4「切」に切り換わったとき： 「音声「切り」です。」 
•音靑ナビヴーシヨン r 切」4「入」に切り換わったとき： 「音声「入り」です。」 
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DDDDDDDDDDDDDDDD 


•除じん専巧モーターにより、「スパイラルワイヤー」がダストフイルターを強力に振動ごせ、付着した 
チ U を蒼としまず。 

ダストフイルターの目詰まりが抑えられるので、強い吸述力が長く続きまず。 



♦音亩すビゲーション 1今ド.1〇1 と本体のランプ P » P .20| の青点減で、電動スパイラル除じん機構の 
作動をお知らせしまず。 


□□□□□□□み 



•電動スパイラル除じん機構は、次のとを自動で作動し、ダストフイルターに付着したチ I 」を落とします。 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

m □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

•本体の運転が止まったが態で「切」スイッチを長巧し (3 秒攻上）しても、電動スパイラ J レ除じん機構を 
作動ごだることがでをます。 

•上ふたが開いているとをは、 を全のために、 電動スパイラ J レ除じん機構は作動しまだん。 

•電動スパイラル除じん機構作動中に、ふにクランプを押して上ふたを開けた場合 (今 P .18) は、 

ををのために、除じんが止まります。 

•電動スパイラル除じん機構作動中に「切」スイッチを巧すと、除じんが止まります。 

•電動スパイラル除じん機構作動中に「強/中 / g 旨」スイッチ、まには「これっをりボタン」を巧すと、 

除じんが止まり、本体の運転を開始します。 

争本体に本体つざてが差し込まれていない場合、電源プラグをコンセントに差し込んでも、電動スパイ 
ラル除じん機構は作動しません。 
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□□□□□□□□□□□ 


•パワーモ三ターのをで、本体の運転状態节回転ブラシの回転速度をお知らせしまず。 


•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 gsm 
•nnnnnnnnnnn msU □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
•田 □□□□□□/ □田 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□ 


]□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDD 
DDDDDDDDD 
DDDDDDDDD 
DDDDDDDDD 
□ □ 

V_ j 


本体の運転状態 

回転ブラシの回転速度 

パワーモニターのを 

「強 J 運転のと寺 

高 

赤 

「中」運転のと寺 

中 

オレンジ 

「弱」運転のと寺 

低 

緑 



の □ 


〇 


田□□□□□□□田 □□ 
最初は「強 J 運転になりまず。 





DDDDDDDDDDDDD 

センサーがゆか面の種類节状態と、パつ一 
へッドの操作のしかたを感知して、ゆか面 
に適した自動運転を開始しまず。 



nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 


4 



み 

D 

D 

b 

D 

D 


D 


3 


□ 

"日 

□ □ 

品 

□ □ 

□ □ 

□ U 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 
□ □ 

II 


□ 

□ 

D 

□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


II 
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□□□□□□□□□□□□ 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDD 


DDDDDDDDDDDDDDDDDD 尽 P .24 



Innnnnnnn 

八 □ □ ィ兒□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


DDDDDDDDDDDDDD 


べッドの下など低い場所でち與までしっかり 
お掃除でさまず。 

また、パつーヘッドがクルツと回ってずさ間 
ちスムースにお掃除でさまず。 



グ U ップ八ンドルをひねると、パワーヘッド 
の向さが望ねりまず。 




BfifififiE 




DDDDDD 


□□□□□□□ 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


□ 

□ 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

D 

日凹 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

Q • 


D 

D 

D 

D 

D 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


D 

D 

D 

D 

D 

D 
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(D D ) 


□ □□□□□□□ 


•天井节ずき間の與まで届く、光が細い伸縮自在 
の吸□でず。 


•吸□を使い节ずい長さに望えられまず。 



•延長管または手ちと操作部に與までしっかり 
ねじ政んでご使巧 < ださし、。 



•ブラシを取り付けることができまず。 



DDDDDDDDDDDD 




，■■■■■• 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□[ 

1 □ □ 

Ad D ィ 

DDDDDDDD / 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 〜尸 X 

を □□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□回 凹 " 

民 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


日日日日日日日日日日日日 □□□ 

Q 賭管に吸□ホルダ-を取り付ける。 




□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
Q □ングス-ム吸□を吸□ホルダ-に 



0 矢印の方向に回転ごせながら押し述む。 
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□ □□□□回 


•ビーターの振動でふとんを傷めず、ダ三*ホコ U などを 
吸い取る吸□でず。 

•電動ふとん吸□は、階1/中/弱」スイッチでご使巧く 
ださい。「これつきりボタン」を押してち、ふとんに適 
した自動運転をずるねけではありません。 


•ふとんの種類によっては、吸□がはりついて操作しにく 
し、ことがありまず。このようなときは、「弱」運転に切 
り換えてくだごし、。 

•シーツを外してふとんをお掃除ずると、より効栗的でず。 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


DDDDDDDDD 



DDDDDDDDDDDD 



DDDDDDDDDDDDDD P » P .26| 


tililii 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


nnnnnnnnnnnnn 

A p p ィが□□□□□□□□□□□□□(□□□□□□□□□□□□□□の □□□□□□□□□□□□ 

ZAU u 巧 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
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(D D ) 


□ □□□□□□ 


►パワーへッド（または延長管）を外ずと 
ブラシが出まず。ブラシを回して角度 
が望えられまず。 


•クルッとブラシは、パつーヘッド側、手ちと操作部 
側のどち6でち接続できまず。 

nnnnnnnnnnnn 




•ず寺間节隅をお掃除ずる吸□でず。 
お部屋の隅のお掃除に 



•延長管か手ちと操作部にねじ述んでご使巧 
今た'ごい。 



ソファーの隅などのお掃除に 



•左ちいずれかのフックに差し述んで収納 
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DDDDDDDDDDD 


M ゴ属の別売り部品接続巧アタッチゾントを使うと、 


別売りの吸□が使えまず。 |-» P .3 l 1 
アタッチゾントは、手ちと操作部または延長管に 
取り付けてご使巧くださし、。 



■ □□□□□ ( D - H 3) 

□ □□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 






■ D DDDDDDDDDDD ( D - F 3) 

□ □□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDDD 
0□皿□□□□□□□□□□□□日） 
DDDDDDDDD 




I □□□□回 ( D-TJ 2) 

DDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDD 




□□□□□□□ 
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o 


DDDDDDDDDDDDDDDD F»P-8I 
DDDDDDDDD 

上ふたが開き、音声すピゲーシヨンでお知らせして、ダストケースが電動で持ち上がりまず。 


□ □ 



DDDDDDDDDDDDDD 

み P .20 J 

□□□□□□□み 

田□□□□□□□□□み 
DDDDDDDDD^ 





□□□□□□み 

DDDDDDDDDDD 



□□□□□□み 


( DDDDDDDDDDD ) 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


F»P-8l 


>ダストクースのごみは「ごみずてライン」を目安に 
捨てて < ださい。 

>センヴーがダス I - クースのごみがいっぱいになった 
ことを感知ずると、ダストクース自動リフトアップ 
機構が作動しまず。 



fililto □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


□□□□□□□□□□□□□ 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
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田□□□□□□み 
即□□□□□み 




□□□□□□み 

□ □□♦ 



□ 




□□□□□□み 


□ □凹□□み 




□ □□’ 


DDDDDDDD 


□ □□み 
DDDDD 





□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDDDDD 


〇 


□ □□□□回 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


ダストフイルターを 
下に向けてごみ捨て 
ボタンを押し、ごみ 
を捨てる 


□ □□' 



で□□み 
□□□□□み 

戸 N 

Olilii 

DDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

nnnnnnnnnn 

げ ^ 

'□ □□み 

UUUUUUUUUU 

DDDDDDDD 

^ ノ 


A □□み 

□□□□□□□□ 

DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDD 
□ □□□□凹 


□ □□□□□□□□□□□□ 




□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


□ □ 
D み □ 
□ □□ 

□ 目 
□ □ 
r □ □ 

□ □ □ 
□ □ □ 

日 可 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ 

D 

D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

D 

D 


D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
□ □ 
D D 
D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
D D 


D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
□ □ 
D D 
D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
D D 


D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D 




□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 



□□□□□□□ 
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(D D ) 


□ □□□□□(□□□□)□□□□ 



ホ 

就 T 

V 

ごみ捨てのお知らせでず。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 □[今 P .3[]18 l 

庶威 

フィルターお手入れ [今 ド.22日23]のお知らせ（目安)でず。 

□ □□□□□□□田田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDDDDDD □ □ h » P .10 j 

「吸込力が弱くなりました。ごみを捨て、ダストフィルターをお手入れするか、吸込 □ 

などの詰まりを確認してくだごい。」 

目 

就 T 

本体運乾中のお巧らせでず。 

庶威 

電動ス K イラル除じん機構作動中のお知らせでず。 

J 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDD F » P .27| □□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□□□□/□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□回 


□ □□□□□... 

•細かい砂ごみ、±ぼこりを吸わせたとを 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 ni -» P -18 D 19 D 22 D 23] 

•毛足の長いじゅうたんなどで吸込□がふごがれたとを、すを間用吸□などをご使用のとを 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□回 

•延長コードを使用しにり、ほかの家電製品と同一のコンセントをご使用のとき 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □15 A □□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
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電源プラグを持って、電源コード巻き取りボタン 
のマーク部 (の} を押しながら、電源コードを巻き 
取ってくだごい。（跳ね上がりによるけが、家具へ 
の傷つさを防ぐためでず。} 


□□□□□□□□□み 



) 


□ □□凹 



]□□□□□ 


) 


DDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 






Ad D 


DDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


□ □□□□□ 


□ □□□□□□□□□□□ 







___ 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ 

□ 

□ 




□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


DDDDnu^ 



み 

D 

D 

D 


D D 
D D 


□ 

〇 


DDDDDDD 


□□□□□□ 


み 

D 


み 

D 



D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ □ 
D D 
D D 
D D 
D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


D 

D 

D 

D 

D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
□ □ 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D 
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o 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

.□□□□□□□み 


n 取り外しボタンを押し 
なが6 

E | 巧筒フイ ルターを 取り 
外ず 



□ □□□回々 

□ □□□□回々 



日日日日日日日日日日日日 □□□ 
抗菌お手入れブラシ® ffi の部を、 
ダスト フィルターの白い ひだ部分に 
押し当てながらチ U おとしガイドに 
そわせて、左ちに5往復程度動かず 

•これによりダストフィルターが 
振動し、付着したチ U がダスト 
ケース巧に蒼ちまず。 


日日日日日日日日日日日日日日□□日 

© □□□□□□□□□□□□□□凹 

D D D D 

ダストフィルターのひだを広ばて、 
與にたまったごみを抗菌お手入れ 
ブラシで取り除く 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□回 



& □□□□□□□□み 


□ □□□□□□□□□皿 □ 

•ダストケースのをフィルターをお手入れしてください。 

•強い吸込力でお掃隙していただくため、こまめなお手入れをおずずめしまず。 

filftii □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 



□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


み 

D 
D 
み日 

□ □ 
□ □ 
D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

田 


み 

□ 
D 
D 
D 
D 
□ 
み日 
□日 
□日 
D D 
□ □ 
D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

且 


み 

D 

D 

D 

D 


D D 
D D 
□ □ 
D D 
□ □ 
D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


百 



D 

D 

D 

D 

D 


0 



D 

□ 

D 

D 

□ 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ 

D 

D D 
□ □ 
D D 
□ □ 
D D 
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□□□□□□□み 


DDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDD 


fililib nn □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□- □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□ 田 □□□□□□□□□□□□□ 田□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□回 ULPAD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnl-»p.3[30i 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 田□□□□□□□□□□□□□凹 

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnmnnnnnnnnnnnnnnnn p.3od3i i 


□ □□□□□□□皿 □ 

•をフィルターをか洗いし、十分に自然乾燥させてください。 

乾燥には約12時間必要でず。（乾燥時間は、環境や季節によって異なりまず。） 
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□ 
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D 
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□ 
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□ 

□ 

□ 

□ 
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D 

D 

D 

D 
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D 

D 

D 

D 
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□ □□□回 


•DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

水を含ませたやわらかい巧を 
よく絞ってからふく 




•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

• □□□□□□□□(□!□□□ )□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□回 

tihifii □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


DDDDDDDDDDD 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 



tililii 

DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDD 
□ □□□回 
DDDDDDDDDDD 


An D ィ 

V 

nnnnnnnnnnnnn 

を □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□(□□田□田□□□□□□□□□□□□□□□□凹） 1 

□□□□□□[ 

-» P .30[]31| 

N 

]D 

1 

ノ 


_ DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDDDD 



2 4 















































DDDDDDDDDDDD 


o 


DDDDDDDDDDDD 

D パワーヘッドを襄返してレパーを開く 


H ブラシホルダーを取り外ず 



□□□□□□□み 





DDDDDDDDDDD 

h 回転ブラシを溝にをわせる 


且 元どおり取り付ける 





〇 


□み 


DDDDDDDDDDDDD 

田 つめを引つ掛ける 百 ブラシホルダ-を取りがける 且 レパ-を閉める 


□ 
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© DDDDDDDDDD 

Q 兰角マークををねせる 9 つめがはまるまでビーターを押し政む 


_ DDDDDDDDDDD _ 

•ビーターの取り付け、取り外しの際は、手などをはさまないようにごミち意ください。 


© □□□□□□□□□ 

Q つめを内側に押ず 



0 ビーターを 取り外ず 



•ずさ間巧吸□を使ってごみを吸い取ることが 
でさまず。 

•ビーターの巧にごみが詰まったり、車論にご 
みが備みついたとさは、ピンセットなどで取 
り除いて < ださい。 



の □ 》 


□ □□□□回 


•吸述力が!目今なったり、巧れが気になるときはお手入れしてくだごい。 

ビーター、車論、空気取り入れ□にごみが付着していると、吸述力の低下节故障の原因になりまず。 


fililh □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□み 




nnnnnnnnnnnnnnnnnn 
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(4 )□□□□□□□□□□□□□□□□ 

nnnnnnnnnnnnnnnn 


(2) □日□□日□□□日 □□□□□□□ 

nnnnnnnnnnnnnnnn 


本体が< 運転しなし、 


パワーへッドの回転 
ブラシが回転しない 
または回転しにくし、 


パワーモ三夕一が点灯 
しなし^ 


吸述力が弱い 


急に吸込力が弱今な 
り、しばら<ずると 
回復ずる 


■ □□□□□□ 


□ 

□ 

□ 


•□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDD 


の □) 


•□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDDDDDDDD 

nnnnnnnnnnnnnnnn 
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D D 
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D D 
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D D 1 
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□ □ □ 
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ダストケース付近か！ 5 
「ピー」という異音が出る 

電源コードが全部入ら 
ない、または引さ出せ 
ない 

排気节本体があたたか 
くなる(特に夏場} 


排気から異真が出る 


クルツとブラシの 
ブラシが出ない 


音声すピゲーシヨンが 
作動しない 


電動スパイラル除じん 
機構が作動しなし、 


►目 

► 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDD 


DDDDDDDDDDDDDDDD 


►目 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


( 1 )□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□凹 

に ) □□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□凹 

DDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDD 

田 □□□□□□/ □ 田□□□□□凹 
じ □□□ の □□□□□□□□□□□ 
田田□□□□□□□□□□□凹 

(1) 田 □□ 田 □□□□□□ 皿 □□ 
DDDDDDDDDDD 

に ) □□□□□□□□□□□□ 


DDDDDDDDDDDDDDDD 


DDDDDDDDDDDDDD 
□ □□□□回 


電動スパイラル除じん ^ DDDDDDDDDDDDDDDD DDDDDDDDDDDDDDDD 

機構の作動持間が短い r □□□□□□ □□□□□ 


電動ふとん吸□の 
ビーターが 動かない 
または動きに今い 


(1 の □□□□□□ □□□□□/□□ 
DDDDDDDDDDDDD 

にの□□□□□□□□□□□□日 
(3 )□□□□□□□□□□□□□ 


上ふたが閉まらない 


本体から異音がずる 


► 

► 


DDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □ □ 


DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDD 


D D D D ULPAD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 




P.2 2 
P.2 3 


P.IO 


P.4 

P.5 

P.2 2 
P.2 3 

P.9 

P.2 6 


P.19 


P.3 

P.30 



ご自分で修理をなご b ないで、お買 
し、上げの眼売店へご相試くださし、。 


nnnnnnnnnnnnnn 


□ □ □ □ 


□ □□□□□□ 



□□□□□□□□□ 


^ D D 
1 2 
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I 乂 I □□□□□□□□□問 
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DDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□200 7 〇 1 ()□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


CV-SLlO-033 
□ □ □ (AP19) 

D D D D 




CV-PL 800 -018 
□ □□□□凹 
DDDDDDDD 

□ □□□回 

15,750□(□ 日 15,000 □) 



□ □□□□回 CV-PL800-030 

□ □□□回 
DDDDDDDD 

□ □□□回 
315□ の □ 300D ) 



□ □□□□凹 CV-RS1-041 
D □□□□□回 
DDDDDDDD 


□ □□□回 

11470□ の □ 11400 □) 



□ □□□□回 CV-SK20-022 
D D D LD D D 
DDDDDDDD 
□ □□□回 

84on (□ □ soon ) 


□ □□□凹 

I 21520□ の □ 21400 □) 




□ □□□□凹 
CV-SJ 10-030 

□ □□□回 
DDDDDDDD 

□ □□□回 
315□( 回 300D ) 



□ □□□凹 CV-PL800-025 
DDDDDDDD 
DDDDDDDD 

□ □□□凹 

31150 □ 31000 □) 


□ 


□ □ □ 



□ □□□□回 CV-PL800-026 

□ □ □ 

DDDDDDDD 

□ □□□回 
315□( 日 □ 300D ) 


DDDDDDDDDDDDDDD 



□ □□□□回 CV-SK20-027 
DDDDDDDDDD (SK) 
DDDDDDDD 

□ □□□回 
315□ の □ 300D ) 



□ □□□□□□ CV-SL10-031 

□ □□□□回 L,RD D D (AP19) 

DDDDDDDD 

□ □□□回 
315n (D D 300n ) 


□ □□□□凹 

□ □□□□凹 

CV-SK20-001 

CV-RSl-065 

□ □□□□□□□□ SK 

□ □□□□凹 

DDDDDDDD 

DDDDDDDD 

□ □□□回 

□ □□□回 

420 □ の □ 400D ) 

1,260 □ の □ 11200 □) 


♦付属応巧部品节、補修巧性能部品ちお買い求めいただけまず。 


•□□□□□□□ 



CV 句 10-033 (□□□□ 日 ), CV 句 9-020 (□□ 日） 
CV-RS1-067(DDDICV-PL800-017(DDDDDD) 
□ □□□□回 DDDDDDDD 
□ □□□回 

2110 on (□ □ 21000 □) 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
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•別売り吸□をご使巧になる場をは、付属の別売り部品接続巧アタッチゾントをご使巧くださし Vl -> P .17 


□ □ □ □ □ ( D - H 3) 



严 ||||ぃ1 1|||''リ\\、'、\、 

111111 ii"i L i/hliM 


□ □□□凹 

3,990 □ (n □ 31800 □) 


□ □□□凹 ( D-TJ 2 



□ □□□回 

1,260□ の □ 11200 □) 


DDDDDDDDDDDD(D-F3) 



□ □□□回 

5,250□ の □ 51000 □) 



• □□□凹 •□□□□□□□(□□) 


□ □□□□□ 


DDDDDDDD 


• D D D D D D D •□□□□□凹 


• D D D D D D •□□□□□□□凹 
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□ □□□□□日 . 

DDDDDD. 

DDDDDDDDD. 

□ □□□□□日 . 

□ □□□□□日 . 

□ □□□□□□日 . 

□ □ □ . 

DDDDDD. 

□□□□□□□□□□□□□□□ 


□ □ J75mnnx[] 27bnnmx [] □ 
268nnm 


□ □ 

lOOV 50-60HZD D 

□ □ □ □ 

lOOOWD D 200W 

D D D D D 

510WDD80W 

□ □ □ 

57dBD D45dB 

D D D D D 

0.8L 

DDDDDD 

5 m 

□ □ 

6.9 kg の □□□□□□□) 


□ □□□□□□ (liOOOIx) 


# 日立アプライアンス株式会社 

□ 105-8410 □□□□□□□□ 2-15-12 み 
□ □ □ 03 巧 502-2111 


3-L5622-4 


□ □ □ 

DDDDDDDDDDDDDD 

D D D D 

D D D D D 

□ □□ 日日日日日日日日日日 □ 日 □ 

DDDDDD 

(□)□□□□□□□□ 

JISZ 2801DDDD 

DDDDDDD 

DDDDDD 

□ □□回 

(□)□□□□□□□□□□ 

j IS L 1902 □□ 回 * 

□ □□回 

□ □ 

DDDDDDDD 

(□)□□□□□□□□ 

JISL 1902DDDD 

D D D D D 

DDDDDDD 

DDDDDDDDD 

(□)□□□□□□□□ 

JISZ 2801DDDD 

DDDDDDD 

DDDDDD 

DDDDDDDDD 

(□)□□□□□□□□ 

JISL 1902DDDD 

D D D D D 

DDDDDDD 


□ □ □ □ □ 

後日のにめに ISA して 
おいて < だごい。 
サービスを依頼ごれる 
とを、お役に立ちます。 


D D D D 
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